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1.緒言 

近年、金属ハライドペロブスカイト材料を光吸収層に用いた有機無機ハイブリット型太陽電池
が新たな次世代型太陽電池として注目を集めている。本太陽電池では特性劣化が問題となってお

り、特性劣化を測定する手段として電界発光（Electro Luminescence : EL）が有用である。しかし、

EL 測定時の電圧印加が太陽電池特性の劣化を引き起こす。そこで本研究では、CH3NH3PbI3太陽

電池における電界発光の観測時の電圧印加による太陽電池への影響を調査した。 

2.実験方法 

本研究では、FTO基板上のメゾポーラス TiO2に PbI2溶液をスピンコートにより塗布した後、ヨ

ウ化メチルアンモニウムに浸漬させてペロブスカイト膜を作製した。セル全体の構造としては、
Glass/FTO/Compact TiO2/Mesoporous TiO2/ CH3NH3PbI3/spiroOMeTAD/Au型の太陽電池である。太陽

電池特性を評価するために、ソーラーシミュレータ下で-0.1 Vから 1.0 Vの範囲で電圧を掃引し、

J-V特性を測定した。次に、EL画像を撮影するために金電極側を正に 1.0 Vを印加し、発光の様

子を暗所にてカメラで撮影した。EL画像は波長 680 nm以上を透過する赤外透過フィルターを通
して撮影した。EL測定後に再度 J-V測定を行い、試料への影響を評価した。また、電圧 1.0 Vを

試料に 15分間印加し続け、30 s毎にシャッタースピード 20 sで EL発光を撮影した。これらの測

定を 2回行った。 

3.実験結果 

図 1は EL測定により得た画像である。(a)は電圧印加直後 1回目の測定開始時であり、(b)は終

了時(15分後)である。開始時(a)よりも終了時(b)の方が発光強度は低下していることが分かる。ま

た、表１に EL測定前と後に測定した J-V測定の結果を示す。表 1の 1回目の EL測定前より測定
後の方が主に Jscが低下したことに起因して変換効率が低下していることが分かる。これより、発

光強度と変換効率に相関があるといえる。さらに発光の面内均一性に関しては、セル全面の発光

強度がほぼ一様に落ちていることが分かる。これらから EL 測定時の電圧印加により劣化がセル
全面に及んでいると言える。また、(c)は J-V測定後すぐに 2回目の EL測定を開始した時のもの

であり、(d)は終了時(15分後)である。1回目の測定終了時(b)よりも 2回目測定開始時(c)の方が発

光強度は強いことが分かり、その強度は 1回目測定開始時(a)とほぼ同等である。そして、(c)の状
態から終了時には 1回目測定終了時(b)のように発光強度は落ちる(d)。これより、2 回目の EL測

定開始時には EL の発光強度が回復する現象が起こる場合があることが分かった。また、順方向

に電圧を印加し続けることにより EL 発光強度は低下するが、この現象には可逆的な変化を含む
ことが分かった。 
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図 1. EL測定の画像。(a)は 1度目の開始時の画像、(b)は 1度目の終

了時の画像、(c)は 2度目の EL測定開始時の画像、(d)は 2度目の終
了時の画像。 

表 1.EL測定前後の J-V測定結果 
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